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11.23沖縄県民平和大集会に参加！

11
月
23
日
、
沖
縄
県
の
奥
武
山
公
園
に

て
「
沖
縄
を
再
び
戦
場
に
さ
せ
な
い
県
民

の
会
」
主
催
の
「
11
・
23
県
民
平
和
大
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
1
万
人
を
超
え
る
参

加
者
が
結
集
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
単

組
代
表
・
9
条
連
の
仲
間
と
共
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

集
会
に
登
壇
し
た
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県

知
事
は
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
、
戦
争

の
未
来
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
優
し
い
社
会
を
つ
く
り

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
が
求
め
て
い

る
平
和
の
思
い
を
全
国
、
全
世
界
で
共

有
す
る
た
め
に
行
動
し
、
声
を
上
げ
よ

う
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
沖
縄
国
際
大
学
・
前
泊
博
盛

教
授
か
ら
は
「
メ
デ
ィ
ア
が
台
湾
有
事
、

沖
縄
有
事
を
期
待
す
る
よ
う
な
報
道
を
お

こ
な
い
、
戦
争
が
近
い
よ
う
な
印
象
操
作

が
さ
れ
て
い
る
。
は
ね
の
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
平
和
と
民
主
主
義
は
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
奪
い
取
る
も
の
。
沖
縄
は

沖
縄
戦
で
十
分
に
犠
牲
に
な
っ
た
。
軍
事

に
頼
ら
な
い
平
和
を
、
安
全
保
障
を
国
民

で
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
基
調

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
基
地
が
配
備
さ
れ
た

島
々
の
住
民
か
ら
、
自
衛
隊
配
備
後
の
現

状
と
、
沖
縄
が
再
び
戦
場
と
な
る
こ
と
へ

の
不
安
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
対
話
に
よ

る
信
頼
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
閉
会
挨
拶
に
立
っ
た
具
志
堅

隆
松
共
同
代
表
は
「
私
た
ち
は
沖
縄
を
戦

場
に
さ
せ
な
い
た
め
に
集
ま
っ
た
。
沖
縄

だ
け
で
な
く
、
近
隣
諸
国
と
連
帯
し
な
が

ら
、
東
南
ア
ジ
ア
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
こ

と
を
み
ん
な
で
確
認
し
て
、
よ
り
確
固
た

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
と
も
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
、
最
後
に
「
全

国
と
全
世
界
と
団
結
し
て
戦
争
を
止
め
る

決
意
を
内
外
に
発
信
す
る
」
と
の
宣
言
を

全
体
で
採
択
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
も
連
帯
す
る
集
会
が
開
催
！

同
日
、
全
国
各
地
で
も
沖
縄
の
県
民
平

和
大
集
会
と
連
帯
す
る
集
会
が
開
催
さ

れ
、
国
会
前
で
開
催
さ
れ
た
集
会
に
は

２
千
人
が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
在
京
単

組
、
９
条
連
の
仲
間
と
と
も
に
参
加
し
ま

し
た
。

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
高
田
共
同
代
表

は
、「
日
本
が
再
び
海
外
で
戦
争
を
す
る

準
備
を
し
て
い
る
こ
と
は
と
ん
で
も
な

い
」
と
批
判
し
た
上
で
、
全
世
界
の
人
々

と
手
を
組
ん
で
戦
争
反
対
の
声
を
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た

今
集
会
に
宮
古
島
、
石
垣
島
、
与
那
国
島

か
ら
参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
有
事
に
な

れ
ば
基
地
の
あ
る
島
が
狙
わ
れ
る
」「
戦

争
の
準
備
は
始
ま
っ
て
い
る
」
と
軍
事
要

塞
化
が
進
む
実
態
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者

に
沖
縄
と
一
緒
に
た
た
か
っ
て
欲
し
い
と

訴
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
戦
争
の
な
い
平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
沖
縄
の
た
た
か
い
と
連
帯
し
「
憲
法

９
条
改
悪
反
対
！
」「
辺
野
古
新
基
地
建

設
反
対
！
」
の
う
ね
り
を
、
９
条
連
と
と

も
に
、
職
場
と
地
域
か
ら
広
範
に
つ
く
り

出
し
て
い
き
ま
す
。
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モーダルシフト利用促進の現場視察！

第23回情報通信関係労働組合交流会

各単組年末手当・一時金結果

Ｊ
Ｒ
総
連
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
は
11
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
下
関
駅
に
お
け
る
「
山
口
県
下
関
市
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
利
用
促
進
補
助
制
度
」
の
実
態
調
査
・
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
、
視
察
し
た
下
関
市
で
は
、
国
交
省
に
よ
る

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業（
補
助
事
業
）」
に
い

ち
早
く
取
り
組
み
、
平
成
24
年
５
月
よ
り
地
球
温
暖
化

等
の
環
境
問
題
解
決
へ
向
け
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
鉄

道
貨
物
輸
送
の
利
用
促
進
を
図
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
と
下
関
市
の
産
業
に
と
っ
て
重
要
な
輸
送

基
盤
で
あ
る
鉄
道
輸
送
の
機
能
強
化
を
目
的
に
、
下
関

か
ら
鉄
道
輸
送
す
る
貨
物
の
集
荷
等
に
対
し
て
補
助
す

る「
下
関
市
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
利
用
促
進
補
助
金
制
度
」

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
九
州
・
中
国
地
方
は
豪
雨
災
害
に
よ
る
線
路

寸
断
に
よ
っ
て
長
期
に
渡
る
貨
物
列
車
の
運
休
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
豪
雨
災
害（
平
成
30
年
７

月
豪
雨
）で
は
、
山
陰
線
を
迂
回
す
る
ル
ー
ト
で
鉄
道

貨
物
輸
送
を
維
持
し
た
実
績
は
あ
る
も
の
の
、
荷
主
側

よ
り
鉄
道
貨
物
輸
送
に
対
す
る
課
題
提
起
を
受
け
て
い

ま
す
。

２
０
２
４
年
問
題
を
目
前
に
控
え
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
環
境
問
題
の
視
点
か
ら
も
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
が
圧
倒
的
に
少
な
い
鉄
道
貨
物
の
優
位
性
や
鉄
道

貨
物
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
労
組
と
と
も
に
「
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
省

庁
要
請
行
動
」「
国
会
議
員
要
請
行
動
」
等
の
場
で
こ

れ
ら
の
課
題
認
識
に
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
基
盤

の
確
立
に
つ
い
て
訴
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
先
も
鉄
道
貨
物
輸

送
の
安
定
的
な
「
輸
送
の

維
持
」
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
労
使
の
努
力
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回

の
視
察
で
多
く
の
課
題
を

現
場
に
学
び
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
総
連
は
今
後
も
Ｊ
Ｒ
貨

物
労
組
と
連
携
し
、
諸
課

題
の
解
決
に
む
け
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

11
月
18
日
、

第
23
回
情
報
通

信
関
係
労
働
組

合
交
流
会
を
目

黒
さ
つ
き
ビ
ル

会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。
会

議
に
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
労
組
シ

ス
テ
ム
開
発
分

会
、
鉄
道
情
報

シ
ス
テ
ム
労
働

組
合
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
労
働
組
合
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
八
幡
副
委
員
長
が

挨
拶
し
、
続
い
て
小
林
政
策
・
政
治
部
長

よ
り
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に
む
け
て

問
題
提
起
を
お
こ
な
い
、
春
闘
ス
ロ
ー
ガ

ン
な
ら
び
に
一
律
定
額
の
ベ
ア
要
求
を
掲

げ
、
統
一
要
求
・
統
一
闘
争
を
た
た
か
う

方
向
性
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
単
組
報
告
・
全
体
討
論
で
は
、

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

を
受
け
、
通
常
の
組
合
活
動
に
戻
し
て
い

く
過
程
で
の
苦
労
や
悩
み
等
が
報
告
さ

れ
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
の
重
要
性
や
、
長
時
間
労
働
の
課
題

に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
な

ど
、
議
論
は
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。

熊
谷
書
記
長
の
ま
と
め
で
は
、「
Ｉ
Ｔ

業
界
で
は
働
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
お
り
、
労
働
組
合
の
必
要
性
が
増

し
て
い
る
。
在
宅
勤
務
な
ど
個
々
が
切
り

離
さ
れ
る
状
況
の
な
か
で
、
仲
間
意
識
を

持
ち
組
合
員
に
関
心
を
持
っ
て
組
合
活
動

を
取
り
組
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
さ
ら
に
意
見

交
換
を
深
め
、
各
単
組
と
も
今
後
の
決
意

を
固
め
あ
い
、
第
23
回
情
報
通
信
関
係
労

働
組
合
交
流
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し

た
。

加盟単組 要　求 妥結・集約日 回　答
ＪＲ北海道労組 3.0カ月 11月27日 1.94カ月

ＪＲ東労組 3.7カ月 11月14日 2.65カ月＋5万円
ＪＲ東海労 3.5カ月＋10万円 

（専任社員は＋5万円） 11月16日 2.95カ月
ＪＲ西労 一時金35万円※ 11月27日 20万円＋0.3カ月

ＪＲ貨物労組 2.9カ月 11月16日 1.63カ月
鉄研労 3.25カ月＋10万円 11月20日 2.7カ月

システム労 3.45カ月 11月15日 2.9カ月
聚楽労組 1.0カ月 11月28日 0.44カ月

※JR西労は、春闘時に年末手当について「2.1カ月」で妥結しており、一時金として追加支給を要求。
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東海地協「第３４回定期委員会」

近畿地協「第３５回定期委員会」

Ｊ
Ｒ
総
連
東
海
地
協
は
11
月
21
日
、
名
古
屋
市
内
に
て
第
34
回
定
期
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

細
川
議
長
は
主
催
者
を
代
表
し
、
各
加
盟
単
組
の
年
末
手
当
獲
得
闘
争
、

２
０
２
３
春
闘
の
教
訓
と
２
０
２
４
春
闘
に
む
け
た
連
帯
の
強
化
、
命
に
係

わ
る
事
象
の
多
発
と
責
任
追
及
の
撲
滅
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
む
け
て
推
薦

議
員
懇
等
と
の
連
帯
の
強
化
・
拡
大
、
戦
争
反
対
と
９
条
連
活
動
の
強
化
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
山
口
委
員
長
よ
り
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
戦
闘
の

裏
側
に
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
春
闘
で
の
職
場
の
運
動

づ
く
り
を
通
じ
た
組
織
強
化
に
つ
い

て
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
で
は
仲
間
の
雇

用
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起
を

受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
６
名
よ
り
発
言
が
あ
り
、

安
全
問
題
に
対
す
る
闘
い
の
教
訓
、
業

務
効
率
化
は
利
用
者
を
無
視
し
た
無
人

化
、
人
材
流
出
の
現
状
、
年
末
手
当
獲

得
に
む
け
た
取
り
組
み
、
袴
田
巌
さ
ん

の
早
期
完
全
無
罪
を
勝
ち
取
る
集
会
の

成
功
、
平
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
情

報
を
得
る
こ
と
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
寺
西
事
務

局
長
は
総
括
答
弁
で
、「
地
協
の
役
割

を
認
識
し
単
組

間
の
連
帯
を
強

化
し
よ
う
。
平

和
を
実
現
す
る

た
め
に
９
条
連

運
動
を
拡
大
し

よ
う
。
Ｊ
Ｒ
総

連
運
動
を
各
県

協
運
動
へ
拡
大

し
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。
最

後
に
行
山
新
議

長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
近
畿
地
協
は
11
月
26

日
、
大
阪
府
吹
田
市
内
に
お
い
て
、

委
員
17
名
・
傍
聴
６
名
・
役
員
15
名
・

来
賓
の
Ｊ
Ｒ
総
連
熊
谷
書
記
長
を
含

め
、
総
勢
39
名
が
参
加
し
第
35
回
定

期
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
委
員
会
に
お
い
て
は
、

２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
、
平
和
を

守
る
取
り
組
み
、
近
畿
地
協
３
単
組

間
の
交
流
・
連
帯
の
取
り
組
み
等
、

１
年
間
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、
憲

法
９
条
を
守
り
広
め
る
た
た
か
い
、

ロ
ー
カ
ル
線
の
存
続
に
向
け
た
取
り

組
み
、
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に

向
け
た
た
た
か
い
等
、
２
０
２
３
年

度
活
動
方
針
案
・
予
算
案
等
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
運

動
方
針
に
基
づ
き
、
近
畿
地
協
と
し

て
団
結
を
強
化
し
向
こ
う
１
年
間
た

た
か
う
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
ま
し

た
。役

員
選
出
で
は
、
新
任
役
員
３
名

を
含
む
新
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
、

委
員
会
宣
言
案
を
採
択
し
、
最
後
に

津
崎
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
、
第
35
回
定
期
委
員
会
は
終
了
し

ま
し
た
。【２０２３年度新三役】

議　　長　津崎　　修（貨物労組）
副 議 長　菅野　武男（西　　労）
副 議 長　笹田　伸治（東 海 労）
副 議 長　稲垣　和宏（貨物労組）
事務局長　山本　光男（西　　労）

【２０２３年度新三役】
議　　長　行山 万太郎（貨物労組）
副 議 長　古畑　 隼人（東 労 組）
副 議 長　半場　 弘恭（東 海 労）
事務局長　寺西　 英哲（貨物労組）
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国
際
労
働
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）は
10
月
30
日
、
第
32

回
国
際
運
営
委
員
会
を
タ
イ・バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か

ら
山
田
執
行
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
の
運
営
委
員
会
に
は

10
ヵ
国
か
ら
26
名
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
国
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
情
勢
認
識

の
一
致
を
図
る
と
共
に
、
今
後
の
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。
各
国
か
ら
は
、
自
動
化
、
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
化
に
よ
り
労

働
組
合
が
新
た
な
対
応
を
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

タ
イ
、
日
本
）、
民
営
化
や
外
注

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と（
台
湾
、
マ

レ
ー
シ
ア
）、
組
織
強
化・
拡
大
に

つ
い
て（
日
本
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
課

題
は
各
国
共
通
の
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
４
年
に
開
催
を

予
定
し
て
い
る
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
も
議
論
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ド
ガ
ー
議
長（
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
鉄
労
組
）の
提
案
に
よ
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
地
区
で
の
戦

争
の
即
時
停
戦
を
求
め
る
決
議
、

お
よ
び
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
紛
争

の
解
決
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し

ま
し
た
。

　

国
際
運
営
委
員
会
の
三
役
体
制

は
、
現
行
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
山

田
執
行
委
員
が
引
き
続
き
事
務
局

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
混
迷
を
深
め
る
世

界
情
勢
の
中
で
、
労
働
者
の
国
際

連
帯
の
必
要
性
を
発
信
し
続
け
、

２
０
２
４
年
に
開
催
予
定
の
Ｉ
Ｃ

Ｌ
Ｓ
国
際
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功

と
、
国
際
連
帯
の
強
化
に
向
け
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

連
合
は
12
月
１
日
、
千
葉
県
に
て
第

91
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
連
合

２
０
２
４
春
闘
方
針
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
挨
拶
で
芳
野
会
長
は
、２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
「
春
季
生
活

闘
争
は
、
７
０
０
万
人
の
組
合
員
の
生

活
を
左
右
す
る
重
要
な
闘
い
。
す
べ
て

の
働
く
者
の
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
企
業
の
99
・
７
％
、
労
働

者
の
７
割
を
占
め
る
中
小
企
業
で
賃
上

げ
が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
連
合
春
闘
方
針
に
つ
い
て

は
、
国
際
的
に
見
劣
り
す
る
日
本
の
賃

金
水
準
を
中
期
的
に
引
き
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
２
０
２
３
春
季
生
活
闘

争
の
賃
上
げ
集
計
結
果
か
ら
す
る
と
、

規
模
間
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
全
体
と
し
て
労
働
側
へ
の
分

配
を
厚
く
し
、
企
業
規
模
間
、
雇
用
形

態
間
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
是
正
を
進

め
る
と
と
も
に
、
中
期
的
に
分
厚
い
中

間
層
の
復
活
と
働
く
貧
困
層
の
解
消
を

め
ざ
す
必
要
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
具

体
的
に
「
賃
上
げ
分
３
％
以
上
、
定
昇

相
当
分
を
含
め
５
％
以
上
の
賃
上
げ
を

目
安
と
す
る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
提
起
さ
れ
た
議
案
と

合
わ
せ
て
、
す

べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
Ｊ

Ｒ
総
連
春
闘
方

針
に
つ
い
て
は
、

１
月
に
開
催
す

る
第
46
回
定
期

中
央
委
員
会
に

て
決
定
し
ま
す
。

ICLS「第32回国際運営委員会」

連合「第９１回中央委員会」

上期会計監査終了のお知らせ
11月２８日、ＪＲ総連の２０２３年度上
期の一般会計と共済会計の内部
監査が行われ、健全な財政運営
がおこなわれていることが確認
されましたので、お知らせします。


